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　都営地下鉄大江戸線の大泉学園駅までの延伸は、首都圏の
鉄道ネットワークの強化・充実に資するとともに、練馬区北西部
にわずかに残された鉄道駅から１kｍ以上離れた鉄道空白地域
を大きく改善する。
　加えて、新たなヒト・モノの往来による経済波及効果や自動
車交通の減少による道路混雑の緩和、排気ガスの減少による
環境負荷の低減も見込ませる。
　区のさらなる発展に必要不可欠な重要なプロジェクトである。
　大江戸線の延伸は、平成２８年に国の諮問機関である交通政
策審議会「答申第１９８号」において進めるべき６つのプロジェ
クトの一つに選ばれ、令和３年３月に東京都が策定した「『未来
の東京』戦略」では、「関係者と事業化について協議・調整を進
める」、令和５年１月には「事業化についての検討を実施」と、整
備に向けた明確な位置づけを得ており、延伸の実現は確実な
ものとなった。
　都は、令和５年３月に副知事をトップとする「大江戸線延伸に
かかる庁内検討プロジェクトチーム」を設置し、関係局が一
丸となって、スピード感を持って検討を進めている。
　導入空間となる補助２３０号線については、区による公共団

体施行の土地区画整理事業の実施や、
都が路線事業を進めたことにより、延
伸区間全体の用地取得率は８割に至
っている。
　区では、新駅に予定されている（仮称）土
支田駅、（仮称）大泉町駅及び（仮称）大泉学
園町駅周辺での、まちの中心となる新たな拠
点づくりに向けた取組を進めている。
　平成２７年から継続してきた都と区による実務的な協議も、
今後、事業全体における経費の在り方など、事業化にむけて具
体的な検討を進めることとしている。
　練馬区議会においても、練馬区の発展と豊かな区民生活を
実現するために、議員一人ひとりの力を結集し、大江戸線の早
期着工を目指して、これまで以上に力強い運動を展開していく
必要がある。
　よって、ここに区議会議員の有志により、「第２０期練馬区議
会大江戸線延伸および沿線地域まちづくり促進議員連盟」を結
成するものである。

大江戸線早期実現を目指し
練馬区議会大江戸線延伸促進議員連盟設立、会長に就任。

大江戸線延伸推進基金のさらなる積増しを要望

補助２３０号線大泉町二丁目地区の地区計画を
都市計画決定しました。

　大泉町二丁目地区では、令和元年５月に設立し
たまちづくり協議会のもと、大江戸線の延伸と補
助２３０号の整備を見据えたまちづくりについて検
討し、令和５年６月に、新たなまちづくりルールー
となる地区計画を都市計画決定しました。
　これにより、大江戸線延伸地域における一連の
まちづくりとして、大江戸線の導入空間となる補助
２３０号沿道のすべての地区で地区計画の決定と
用途地域の変更が完了しました。
　引き続き、大江線の延伸を見据えたまちづくり
を進めていきます。


